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令和４年第３回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 

発言 

順位 

議席 

番号 
氏  名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂 本 達 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市の財源の有効活用と天神の 

湯について 

 

 

 

２ 電気自動車急速充電器につい

て 

 

 

 

 

３ 物価高騰と給食費について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 県営権現堂公園桜堤のサクラ 

の保全について 

 

 

（１）市の財源を有効活用するために天神の湯は廃止すべきではないか 

市長に伺う。（天神の湯、過去５年間の開館日数、利用者数、使用料 

収入、管理委託料、光熱水費、修繕費、支出合計、収支差額、休館 

期間の資料提出願います。） 

 

（１）電気自動車急速充電器設置工事の計画について伺う。 

 

（２）電気自動車急速充電器のＰＲについて伺う。 

 

（３）インターネット予約について伺う。 

 

（１）年度末を見通した場合、小学校の給食費１月分４，３００円は、 

いくらになると想定しているのか伺う。 

 

（２）給食費を抑えるため、どんな検討をしているのか。例えば、パン 

を改め、米を中心とした給食などを検討しているのか伺う。 

 

（３）給食費を抑えるため、再度の学校給食物価高騰負担軽減補助金を 

検討しているのか伺う。 

 

（１）県営権現堂公園のサクラの保全にかかる市の取組状況について伺 

う。 
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２ １ 

 

 

 

 

 

 

 

四 本 奈 緒 美 

 

 

 

 

 

１ 買い物弱者支援対策について 

 

 

 

 

 

 

２ 吉田幼稚園跡地の有効活用に

ついて 

 

 

 

 

３ 家庭系燃やせるゴミの減量化 

対策について 

（１）幸手市の７５歳以上の単身世帯数、高齢者のみの世帯数を伺う。 

 

（２）幸手市の買い物弱者の現状と支援の状況について伺う。 

 

（３）今後の買い物弱者支援対策と、移動販売車の導入について市の考 

えを伺う。 

 

（１）吉田幼稚園跡地の現在の活用状況について伺う。 

 

（２）年間の維持管理費について伺う。 

 

（３）今後の吉田幼稚園跡地の活用について市の考えを伺う。 

 

（１）一般廃棄物の燃やせるゴミの処理費用と傾向を伺う。 

 

（２）家庭系ゴミの今年度の減量化、資源化の目標と費用削減効果につ 

いて伺う。 

 

（３）幸手市は現在燃やせるゴミの指定ゴミ袋を大（４５Ｌ）中（３０ 

Ｌ）小（１５Ｌ）の３種類を使用している。減量化に積極的に取り 

組んでいる市民の方や、特に高齢の市民の方から更に小さいゴミ袋 

の要望が寄せられている。７～１０Ｌ程度のゴミ袋が必要と考える 

が、市の考えを伺う。 

 

３ ４ 小 林 英 雄 １ 生涯現役社会の実現について 

 

 

 

（１）生涯現役社会の実現に向けて、シルバー人材センターには、地方 

自治体とも協働しながら高齢者の多様なニーズに対応して、就業機 

会の提供が求められていると考えるが、市の見解を伺う。 
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２ 大型車両交通規制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生涯現役社会の実現に向けて、地域包括支援センターには、関係 

機関等と連携し高齢者が利用・参加できる生活支援のメニューを、 

幅広く提供することが求められていると考えるが、市の見解を伺う。 

 

（３）生涯現役社会の実現に向けて、企業と連携したボランティアへの 

気運の醸成等、ボランティア活動に参加しやすい環境整備が重要と 

考えるが、市の見解を伺う。 

 

（１）現在市内において大型車両交通規制をしている道路があるのか伺 

う。 

 

（２）圏央道幸手インターチェンジ、県道幸手五霞線の開通の影響によ 

る交通の変化がみられていると思うが、市として大型車両通行規制 

を考えている道路について伺う。 

 

（３）市道１－１３号・１－１４号線、市道１－２５号線、市道１４９ 

４号線は、通行量・道路幅・歩道の有無等現在の状況、通学路・道 

路保全等の理由により大型車両交通規制をすべきと思うが、市の考 

えを伺う。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

本 田 謡 子 

 

 

 

 

 

 

 

１ 河川の氾濫における幸手市の 

指定緊急避難場所と指定避難所 

について 

 

 

 

 

 

（１）河川の氾濫が起きた場合の指定緊急避難場所、及び指定避難所の 

収容人数を伺う。 

  

（２）指定されている各学校側との協議の進捗状況を伺う。                

（２階、３階以上の教室の使用などについて） 

 

（３）これからの対応や対策などを伺う。 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 幸手市の災害時応援協定につ 

いて 

 

 

 

 

 

３ 防災に重要な「ファーストミ 

ッションボックス」設置につい 

て 

 

 

 

（１）災害時応援協定の重要性を伺う。 

 

（２）幸手市が他の地方公共団体や民間事業者等と災害時応援協定を締 

結しているのか現状を伺う。 

 

（３）今後の目標と対策を伺う。 

 

（１）行政区ではなく、集合住宅などにおける自主防災組織の現状を伺 

う。 

 

（２）「ファーストミッションボックス」の重要性について伺う。 

 

（３）行政、地域や自主防災組織、それぞれの立場で「ファーストミッ 

ションボックス」設置が必要と考えるが、市としての見解を伺う。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 松 田 雅 代 

 

１ 市庁舎建設のあり方検討の進 

捗について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市庁舎は、「幸手市公共施設個別施設計画」において、建設基本構想の 

策定（令和３～４年度）、建設基本設計・実施計画の作成（令和５～７年 

度）を経て、令和８年～１０年度の建替を予定する。また、市長公約ロ 

ードマップでは令和３～５年度に①庁舎機能等の検討及び協議、②基本 

構想の策定・基本設計の実施に取り組むとある。そこで、 

 

（１）庁舎機能等の検討及び協議の進捗、特に、今後どのように進める 

のかを具体的に市長に伺う。 

 

（２）庁舎建設において最大限考慮すべき事項は何か、何を優先すべき 

とお考えか伺う。 

 

（３）将来人口からみた幸手市のフューチャーデザイン、中長期財政の 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市の洪水対策強化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来シミュレーション、基金積立プランを伺う。 

 

（４）今後のスケジュール、推進体制を伺う。 

 

去る７月１２日、埼玉県内では東松山市で警戒レベル５に相当する避 

難情報「緊急安全確保」が発令された。また、川の水が溢れる「溢水（い 

っすい）、「越水」が県内の複数の市町で発生。幸手市でも市内の複数の 

地域で道路冠水、通行止めが起きた。また、８月には東北地方等各地で 

豪雨被害が発生している。気象状況によっては幸手市内でも内水以上の 

災害発生の危険は増している。改めて、市の洪水対策の強化について伺 

う。 

 

（１）令和元年１０月の台風１９号以降の洪水用避難場所等避難場所の 

指定拡大、指定の更新状況を伺う。 

 

（２）洪水時の車両での外出は危険とされている。市でも車での外出の 

危険性は啓発がされているが、特に、保育園や学校への保護者のお 

迎え・引き渡しは時々刻々変化する気象状況等で、運用上、様々な 

課題にその場で対応することが求められる。特に、認識の共有化を 

図っている事項があれば伺う。 

 

（３）幸手市では、台風１９号の検証において、災害時要支援者への支 

援に対し、「市が保管する災害時避難行動要支援者名簿が十分に活用 

されず、要支援者に対し、適切な情報提供や支援が行われなかった」 

ことが課題とされ、今後、「災害時避難行動要支援者名簿を支援者に 

対し平時から提供を進め、地域で避難支援の輪を構築する」ことに 

取り組むとしている。その後の取り組み、災害時避難行動要支援者 

登録者名簿の地域等への提供件数の推移、課題を伺う。 
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３ 「デジタル田園都市国家構想」 

への取り組みについて 

 

（４）防災メールの登録件数、受信者拡大進んでいるか。また、避難所 

の開設状況及び混雑状況がリアルタイムでわかる避難所開設状況Ｗ 

ｅｂアプリ導入の検討は進んでいるか伺う。 

 

本年６月７日、政府は地方におけるデジタル投資を大胆に加速させる 

デジタル投資倍増に取り組む「デジタル田園都市国家構想基本方針（案）」 

を閣議決定。２０２１年度補正予算と２０２２年度予算案を合わせて総 

額５．７兆円を投じ、今後は地方創生交付金などによる分野横断的な支 

援を通じ、デジタルを活用して地域の課題解決に取り組む自治体の数を 

２０２４年度末までに１０００団体に展開する計画である。そこで、 

 

（１）この計画に対する国からの通知状況、市の取り組み方針、デジタ 

ルを活用し解決を図るべき市の課題とは何と考えるか伺う。 

 

（２）また、多様化・高度化する市民生活のデジタル対応力の向上を支 

援していく必要がある。その取り組みの一つとして、市の講座等を 

見直し、来年度以降の実施計画に反映させていくべきと考えるがい 

かがか。 

 

６ １５ 大 平 泰 二 １ 治水対策について 

 

 

 

 

 

 

 

以下の内容について伺います。 

 

（１）大中落し牛村病院前架け橋による川幅狭窄で上流下流の水位差発 

生の確認方法について 

 

（２）水位差が及ぼす水害発生状況について 

 

（３）牛村橋付近の排水設備の有効性について（循環水が発生していな 
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２ 神扇地区空き家問題について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安心・安全な水道水について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 繰越明許費について 

 

 

 

 

 

いか） 

 

（４）令和３・４年度治水対策進捗状況について 

 

以下の内容について伺います。 

 

（１）空き家対策特別措置法で定められた特定空き家法は危険性が高く、 

著しく衛生上有害となる状態で、適切な管理が行われていない空き 

家を対象としています。神扇の空き家はこれに該当するか。「特定 

空き家に指定」されると、助言・指導、勧告、命令、行政代執行（解 

体）となり、空き家は解体となりますが市の対策について 

 

以下の内容について伺います。 

 

（１）市の浄水場に高度浄水処理施設導入の現状及び検討はされている 

  か。 

 

（２）既設の施設の浄化能力について 

 

（３）渇水時及び非常時の飲料水確保対策について 

 

以下の内容について伺います。 

 

（１）現在の進捗状況について（資料提出） 

 

（２）事業の残金の対処方法について 
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７ ９ 小 林  啓 子  １ 「デジタル推進室」の設置に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「パーソナル知育絵本」の導 

入について 

昨年、第３回市議会定例会の一般質問において、国がデジタル庁を設 

置するタイミングに合わせ、幸手市としてデジタル推進室などの設置が 

必要ではないか、との質問をした。 

総務省は、2023 年度予算に「自治体マイナポイント」導入自治体へ補 

助金を出す方針を決めた。 

 

（１）現在、幸手市のマイナンバーカードの普及率を伺う。 

 

（２）マイナンバーカード普及率向上に向けてどのような対策を幸手市 

として行っているのかを伺う。 

 

（３）「デジタル推進室」設置に向けての進捗状況を伺う。 

 

（４）デジタル普及に向けて、高齢者をはじめ多くの市民が活用に対し、 

取り残されてしまう可能性がある。どのような対策を考えているの 

かを伺う。 

 

（５）デジタル分野では、職場から離れた場所での就労がしやすいと考 

える。例えば育児や介護などで時間・場所的な制約がある女性でも、 

柔軟な働き方により就労が可能になる。デジタル分野の推進は、地 

域に眠る潜在的な労働力を掘り起こすメリットもあると考えるが、 

市長のお考えを伺う。 

 

パーソナル知育絵本とは、子どもの年齢、言葉の成長状態に合わせて 

作成するオリジナルの絵本である。０歳から６歳頃までを対象にした全 

４シリーズで構成されている。主人公を子どもの名前にしたり、好きな 

物を登場させたりすることで、言葉の理解発達を後押しし、絵本への興 

味・関心を高めることができる。 
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（１）現在幸手市では、ブックスタート、セカンドブックスタートを実 

施されているが、その評価について伺う。 

 

（２）パーソナル知育絵本は、地域オリジナル版にすることが可能で、 

幸手市においては、キャラクター「さっちゃん」や幸手市章などを 

挿入することができ、幸手市独自の子育て支援事業になると考える。 

是非導入をしては如何かを伺う。 

 

（３）幸手市子ども・子育て支援事業計画の政策目標を実現するための 

基本的な視点として、切れ目のない子育て支援がある。本事業の実 

施方法によって期待できる効果があると考えるが、市としての見解 

を伺う。   

 

８ ８ 小 河 原 浩 和 

 

１ 新型コロナウイルス感染拡 

大防止等についての市の対策 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）第６波・第７波と呼ばれる時期における対策本部会議の開催      

状況（開催時期や内容）について伺う。 

 

（２）市町村別確定値が４，５００人超え、日々の感染者が二桁の連続 

（８月１９日現在）している状況について対策本部長の見解を伺う。 

 

（３）対策本部会議の役割と位置づけについて改めて伺う。 

 

（４）対策本部会議の主宰者である市長の開催・招集の判断基準等はあ

るのか、伺う。 

 

（５）幸手市で保管しているいわゆるアベノマスクの現在の状況につい

て伺う。 

 

（６）過密化している放課後児童クラブの現状（コロナ禍）について伺
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２ 吉田幼稚園の跡地問題につい

て 

 

 

 

 

 

う。 

 

（７）今後のワクチン接種の計画（対象者・期日・会場等）について伺

う。 

 

（１）現在の利用状況と内部の備品等の状況について伺う。 

 

（２）施設そのもの（跡地）の利活用についての検討状況について伺う。 

 

（３）結論（ゴール）までのロードマップや青写真があるのか伺う。   

 

（４）「地元の意見を時期がきたら伺い、反映する」旨の答弁をいただい 

ていたが、 青写真ができる前の段階で継続的にヒヤリングすべきで 

はないかと思うが、市長の所見を伺う。 

 

（５）今後の方針を早期に示すべきと思うが、今後の見通しや決意を市 

長に伺う。 

 

９ １３ 青 木 章 １ 新型コロナウイルス対応交付

金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時給付金について 

 

（１）交付金の趣旨及び概要について 

 

（２）令和４年度分の内示時期とそれぞれの内示金額について 

 

（３）予算化された事業内容とその予算額について 

 

（４）予算化されていない金額の有無と有った場合の金額について 
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２ 中学校部活動の対応について 

 

 

 

 

 

 

（１）各学校、部活動の特色について 

 

（２）県大会等出場の活躍状況ついて 

 

（３）県大会出場等に対する市の補助金について 

（４）中学校の越境入学の対応について 

 

（５）部活動指導者の外部委託について 

 

１０ ３ 海 老 沼 隆 夫 １ 新型コロナウイルス感染状況 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 危険な県道・市道について 

 

 

 

（１）幸手市に於ける６月議会頃は、一けたの発生状況で有ったのに対 

して、その１０倍近い感染状況のこの頃であるが、何か主な原因が 

つかめているのかを伺います。 

 

（２）発生初期のころには、施設の利用や行動にも何かと今より多くの 

制約が有ったように思われます。新型コロナウイルス感染防止対策 

をしているとの報告は聞いておりますが、市民の中の気の緩みが、 

感染拡大の原因と考えられないか伺います。 

 

（３）公表は出来ないとしても、複数又は集団感染の場所などは把握出 

来ているのかを伺います。                                                               

 

（４）感染拡大防止対策として、市民への注意喚起以外に、具体的な対 

策が計画されていれば伺います。 

 

（１）これまで繰り返し対策を求めて来た、天神橋手前の県道惣新田幸 

手線、センターラインも外側線も消えて大変危険な状況でしたが、 

幸手市から県に対して繰り返し要望を上げて頂いたおかげで、両外 

側線が引かれ、以前よりも随分と安全走行が可能となりました。交 
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３ 市民人口減少防止対策等につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

通量の多い県道での車両通行を制限しての作業は大変困難で有った 

と思います。この外側線の線引きに対してセンターラインの線引き 

はそれ以上の大きな困難を伴いますが、やはりセンターラインの線 

引き計画は無いのか伺います。 

 

（２）市道１－１号線第二浄水場前から東中学校そばを通過して、県道 

下吉羽幸手線との交差点手前の急な右カーブ、両外側線は消え、セ 

ンターラインもわずかに残っている程度。ここも交通量の多いとこ 

ろで、さらに急カーブのために前方が確認しづらく、このままでは 

極めて危険です。県道惣新田幸手線のように、ぜひ外側線だけでも 

線引きの計画が出来ないものかを伺います。 

 

（３）県道惣新田春日部線の一ツ谷交差点に向かって東川交差点から入 

った所の道路わき、進路を塞ぐ竹藪の整頓が可能か伺います。 

 

（４）繰り返しになりますが、八代小南側の雑木に覆いつくされた家、 

交通の妨げにはならないとしても、何かの折には大変危険を伴うと 

考えますが、何か対策を考えているのかを伺います。 

 

幸手市民の減少を防止し、新たな市民を受け入れるために伺います。 

 

（１）他市町村から幸手市に転入してきた場合には、どのような支援シ 

ステムが存在しているのかを伺います。 

 

（２）栄団地は３，０００を超える戸数ですが、空き部屋も増え、高齢 

者の一人暮らしも多くなっています。都心には約１時間、駅からは 

徒歩で１０分前後、隣接して東埼玉総合病院、ヨークフーズ、そし 

て団地内商店街も盛んです。都心に通勤通学する若者にも住みやす 
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４ 市民の足・循環バスの運行に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

５ 予想される災害対策等につい 

 て 

 

 

い環境だと思います。栄団地に限りませんが、他市町村から幸手市 

に転入してくる市民に対して、例えば単身者には月額一万円、夫婦 

や家族での場合には月額二万円の家賃補助を、一年間もしくは二年 

間行うなどの施策を行うなど、新たな市民受け入れの為の対策は考 

えられないかを伺います。 

 

（３）以前にも報告いたしましたが、栄団地は３街区２号棟８階建てを 

除いてエレベーターの設置が有りません。高齢化に伴い５階までの 

階段の上り下りがきつく、他市町村住まいの親族方へ移転して行く 

住民もおります。他の公団住宅には、後からエレベーターを設置し 

ているところもあります。幸手市からもＵＲ都市機構に対して問い 

合わせして頂いており、ＵＲ都市機構からは検討中の繰り返しのみ 

ですが、決して諦めずに、引き続きエレベーターの設置を要望して 

頂けるかを伺います。 

 

（１）市内循環バスが運行されているわけですが、利用する市民からは 

どのような要望・意見などが届いているのかを改めて伺います。 

 

（２）市民からの要望・意見に伴い、運行計画の変更予定などが有れば 

伺います。 

 

（３）市内循環バスは市民の足なのですから、利益を求める運賃の値上 

げなどは無いことを伺います。 

 

（１）現在、幸手市としてはどのような災害を予想し、どのような対策 

を計画しているかを伺います。 

 

（２）以前から問われている市庁舎の老朽化、大規模地震などが起これ 
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ば大変危険な状況です。早急の対策が必要と思われますが、どのよ 

うな計画をしているのかを伺います。 

 

（３）下水・排水設備が施され、豪雨の際にも浸水する箇所も少なくな 

りました。それでも大雨が予測されると、家の周り・玄関の前に土 

のう袋などを積み重ねる家も見られます。特に緑台２丁目・図書館 

の南側などの地域では、まだその対策が今後も必要なのかを伺いま 

す。また、今後どのような改善計画が有るのかも伺います。 

 

１１ １１ 木 村 治 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 農業経営安定化支援事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市営釣場神扇池施設修繕事業

について 

 

 

 

 

 

３ 杉戸町と幸手市の地域連携協

定の実施内容等について 

 

（１）戦略的作物推進事業の実施内容について伺います。 

 

（２）地域水田農業推進事業の実施内容について伺います。 

 

（３）推進会議の実施内容について伺います。 

 

（４）市内農業経営者の方に地産・地消に関するアンケートを実施され 

たが、その結果、検証、今後の課題等について伺います。 

 

（１）指定管理業務委託にて運営されているが、年間収入・支出の状況 

について伺います。 

 

（２）市営釣場修繕等の実施内容について伺います。（近年の状況） 

 

（３）桟橋上釣座間隔拡張工事設計業務の内容について伺います。 

 

（１）し尿処理管理業務・可燃ごみ処理管理業務等の内容について伺い 

ます。 
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（２）し尿処理管理業務・可燃ごみ処理管理業務等、良好な関係で事業 

実施されているが、現状課題・検証等どのように対応されているの 

か伺います。 

 

（３）今後の自治体間の広域的な連携を活用した（仮称）地域づくり促 

進検討会等について市長の見解を伺います。 

 

１２ １４ 武 藤 壽 男 

 

１ 市の道路、河川、水路等の維持 

管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市が管理すべき道路の総延長距離と道路面積について伺う。 

 

（２）市が認定している市道、認定以外の市の所有する道路はどれくら 

いあるのか伺う。 

 

（３）管理責任はどこか、また、現状の管理状況について伺う。 

 

（４）地先管理の法的根拠について伺う。 

 

（５）道路の舗装等の整備費はどの程度か、また、農道整備として整備 

された道路の距離と整備費について伺う。 

 

（６）道路台帳の整備状況について伺う。 

 

（７）今後の道路の改修等を含めた維持管理計画と財源計画について伺 

う。 

 

（８）市が管理すべき河川、水路等の総延長距離と面積について伺う。 

 

（９）道路河川課、農業振興課それぞれが管理している距離と面積につ 

いて伺う。 
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２ 幸手市下吉羽３５０番地外高

圧太陽光発電事業に関する市の

対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）区分けしている根拠について伺う。 

 

（１１）柵渠工事等、昭和５０年代より進捗したがその事業費について 

伺う。 

 

（１２）排水路の管理責任と令和元年最高裁判所の判決に対する市の対 

応を伺う。 

 

（１３）今後の維持管理計画について伺う。 

 

（１）地元区長から市に寄せられた要望書に対する対応について伺う。 

 

（２）市の関係部署での協議について伺う。 

 

（３）市長は、自ら視察されたとのことだが、その所見を伺う。 

 

（４）今日までの経緯について伺う。 

   ア、事前相談は何時、どなたから、何回ぐらいあったのか 

   イ、市の各担当の調整会議はどのように行われたのか 

   ウ、開発許可が必要ないと判断に至る協議について 

   エ、令和２年１２月２４日の農業委員会で審議され承認された経 

緯と内容 

   オ、市道の払下の相談は何時頃からどこからあったのか 

   カ、正式な払下の要望と市が払下を認めるに至った市の対応の経 

緯について 

   キ、払下の面積と価格について 

   ク、事業変更の申請はどんな理由で出され、どう処理されたのか 
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（５）盛土が行われることになった経緯と市の対応について伺う。 

 

（６）地域住民に対する影響と周辺の市道、側溝等の維持管理について 

伺う。 

 

（７）幸手市太陽光発電施設の設置に関するガイドラインは機能された 

か伺う。 

 

１３ ５ 枝久保喜八郎 １ 県営権現堂公園 ２号公園に

ついて 

 

 

 

 

 

 

２ 教育問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農業問題について 

（１）幸手市としての息吹を感じさせるイメージアップのために市とし 

て考えていること、または県に要望している点について伺います。 

 

（２）公園管理は指定管理方式と思うが、その内容について伺います。 

 

（３）オープニングとその後の平時プロモーション企画についてそれぞ 

れ伺います。 

 

（１）不登校児童の現状について伺います。 

 

（２）スマホがもたらす誹謗中傷等ネットいじめの実態について伺いま 

す。 

 

（３）児童の頑張る精神を醸成するために考えられることについて伺い 

ます。 

 

（４）統廃合等学校改革のその後の状況について伺います。 

 

（１）休耕地と化している農地の利活用について伺います。  


